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シンポジウム当⽇、
会場のみなさんから頂いた

質問に内⽥⽒より
回答いただきました。

内⽥⽒の基調講演内⽥⽒の基調講演
における質疑応答における質疑応答

官⺠共創においては、まず取り組
みを知ってもらうことだと思って
います。講師が考える効果的な広
報戦略についてお聞きしたい。

まずは「官⺠共創ってこういうこ
とよ」と誰にでもわかる成功事例
をつくって、⾒本としてその取り
組みを⼊間市が積極的に発信する
ことだと思います。⾏政はどこか
⼀つの企業に肩⼊れしてはいけな
いという縛りがあるので、そこが
やりにくいのかもしれませんが、
上⼿く乗り越えてください。

官⺠共創で失敗していることも共
通点はありますか。

関わっている関係者すべてが
「WIN(ウィン)」を感じなければ
⻑続きはしません。官⺠で協⼒し
て新しい価値、ノウハウ、テクノ
ロジーを創り出して、それを利益
が出るビジネスにまで昇華してい
くところに、官⺠共創の斬新さや
⾯⽩さがあるのです。⾏政が⺠間
にボランティアを強いるようなモ
デルでは上⼿くいかなくなりま
す。

効果的な広報戦略 失敗の共通点

地元の⼩さな商店やお店が官⺠共
創に参加するには、どのような⽅
法がありますか。

例えば、⼊間市のこのサービスは
物⾜りないな。なんでこんなに不
便なんだろう、もっとこうすれば
市⺠は使いやすいのに、こんなサ
ービスがあれば助かるのに、など
と感じることはありませんか。そ
ういうことすべてに改善やイノベ
ーションの余地があるわけです。
当事者意識をもってまちを眺めれ
ば、ヒントはいくらでもあるので
はないでしょうか。

⺠間側の利益追及と⾏政の課題と
の兼ね合いについてどのように考
えていますか。
⺠間企業は利益がなければ、事業
を継続できませんので必ず利益は
必要です。市は官⺠共創を盛り上
げていきたいのであれば、「これ
は本当に市がやり続ける仕事なの
か」「⺠間が担ったほうが市⺠は
喜ぶのではないか」と精査して、
市が良い業務を抱え込まず、⺠間
が参⼊しやすい業務は解放してい
くという判断をしていくことにな
ろうかと思います。�規制緩和も⼤
胆におこなっていく必要もあると
思います。

⺠間の利益と⾏政の課題官⺠共創への参加⽅法
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官⺠共創を進める上で、地域住⺠
の参加をどのように促進し、その
声を反映させていくべきだとお考
えですか。

⼊間市にどのような課題があるの
か、解決すべき課題はなにか、ど
のようなイノベーションを期待す
るのか、地域住⺠から意⾒を出し
てもらうのが良いのではないでし
ょうか。
最優先で取り組む解題を絞り込ん
で、その課題をコンペにして、解
決のアイデアを⽇本中から公募し
たら⾯⽩いかもしれませんね。そ
してそれを実現してくれる企業を
さがしていくなどして、地域住
⺠、地域企業に関⼼を引くような
仕掛けをしながら進めていくのは
どうでしょうか。
そんなことを⾒たり聞いたりして
いくうちに、地域住⺠のみなさん
も気になってきて、当事者意識を
もって市政に関わってくれるよう
になるのではないでしょうか。や
はり地元愛、が⼤事ですよね。
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デジタル技術やＡＩの進展は、官
⺠共創にどのような影響を与える
と予測されますか。

これは良い影響しかありません。
私はビジネスのすべては「課題解
決」だと思っています。例えば、
三種の神器の発明で家事がどれだ
け楽になったか。そうした発想か
ら20世紀はあらゆるものが発明さ
れ、製造業が⼤発展しました。そ
のようにビジネスになる課題解決
はあらかたやりつくされてきて、
いま残されている課題は、お⾦に
ならないか、企業が扱う内容では
ないか、解決が困難なものか、ど
れかなのです。これまではそのよ
うな課題を専業主婦や定年退職し
た⽅がボランティアとして担って
くれていましたが、専業主婦はい
なくなり、定年も延⻑されて担い
⼿がいません。そこでデジタル技
術です。過去と⽐較するとデジタ
ル技術を使うコストが劇的に下が
ってきました。デジタル技術を使
⽤することで⼈件費が抑えられ、
⽣産性、効率化が進み、これまで
とても採算が合わなかった課題も
官⺠共創の対象として考えられる
ようになってきたのではないかと
思います。

地域住⺠の参加促進 07
市⺠とだけでなく、企業とやって
いくことで未来がみえる事例はあ
りますか。市⺠が置いてけぼりに
なりそうな不安があります。

そこは⼼配する必要がないと思い
ます。前の質問でもお答えしてい
ますが、市⺠の担い⼿が劇的に不
⾜してきますので、その⽳を埋め
てくれるのが⺠間企業と考えてい
ただければよいのかなと思いま
す。官⺠共創で⽣み出された価値
を享受するのは市⺠のみなさんな
ので、市⺠のみなさんにも関⼼を
持っていただき、あらゆる提案を
していただけたら、すばらしい価
値が⽣み出されるのかと思いま
す。これからも当事者意識をもっ
て市政に積極的に関わっていただ
けたら良いと思います。

市⺠が取り残されないかデジタル技術と官⺠共創


